
造材寸法書（人工林）

基本的事項

１ 基本は直材を原則とし、有利に販売できる造材に努め、安易に低質材としないこと

２ 一般材の造材については、根張り、空洞等の欠点を切り離すこと

３ 事業箇所において高品質材等があった場合は伐倒前に監督職員に報告し指示を仰ぐこと

４ 以下にない事項及び監督職員等の指示があった場合は、その指示によること

Ⅰ スギ一般材

○ ６ｍ柱適材【委託材】

径級１８～２２㎝の直材を原則とする

○ ４ｍ材【システム・委託材】

径級１４cm上の直・小曲・曲・等外材とする

○ ３ｍ材【システム・委託財】

径級１４cm上の直・小曲・曲・等外材とする

○ ２ｍ材【システム材】

径級１８cm上の直材を原則とする

○ ３・４m小径材（径級１３cm下）【システム材・委託材】

径級８cm上とし、直・小曲材を造材すること

Ⅱ ヒノキ一般材

○ ６ｍ柱適材【委託材】

径級１８～２２㎝の直材を原則とする

○ ４ｍ材【システム・委託材】

径級１４cm上の直・小曲・曲・等外材とする

○ ３ｍ材【システム・委託財】

径級１４cm上の直・小曲・曲・等外材とする

○ ２ｍ材【システム・委託材】

径級１４cm上の直材を原則とする

○ ３・４m小径材（径級１３cm下）【システム材・委託材】

径級８cm上とし、直・小曲材を造材すること

Ⅲ 低質材（システム材）

１ スギ２.０ｍ～４．０ｍ材：径級８㎝上とすること（一般材とならない素材）

２ ヒノキ２.０ｍ～４．０ｍ材：径級８㎝上とすること（一般材とならない素材）

Ⅳ 優良材【委託材】

１ 元玉には余尺を付けること

２ 有利販売となる造材とすること


